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げ
り
た
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柿
の
木
に

の
ぼ
り
て
柿
を
お
と
す
子
の
居
り
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今
う
叩
く

　
　
　
　
　
冑
年
団
ノ

　
一
1
月
9
、
1
0
日
東
京
の
代
々
木
国
立
競

技
場
を
中
心
に
全
国
青
年
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
本
町
か
ら
出
場
し
た
選
手
の
結

果
は
、
女
子
バ
レ
ー
チ
ー
ム
が
3
位
、
剣

道
の
濱
地
貴
志
さ
ん
が
3
位
、
陸
上
の
東

村
光
教
さ
ん
が
リ
レ
ー
で
8
位
と
す
ば
ら

し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
最
近
は
青
年

団
も
一
二
河
弘
三
会
長
の
も
と
、
選
挙
ポ
ス

タ
ー
掲
示
場
の
設
置
や
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

の
た
め
の
牧
水
公
園
清
掃
な
ど
、
地
域
の

活
性
化
の
た
め
積
極
的
に
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
町
民
み
ん
な
が
応
援
し
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
も
町
の
発
展
の
た
め
活
躍
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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当
日
参
加
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
想
を
お

聞
き
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

中
坪
幸
子
さ
ん
（
北
海
道
）

・
東
郷
町
で
の
感
動
的
な
ひ
と
と
き
を
終
え
、
札

幌
に
帰
る
と
翌
日
か
ら
雪
。
大
会
で
は
関
係
者
の

皆
様
の
温
か
い
お
心
遣
い
と
、
小
中
学
生
の
心
あ

た
た
ま
る
対
応
に
涙
が
出
る
ほ
ど
感
動
し
ま
し

た
。
賞
品
に
い
た
だ
い
た
陶
板
は
、
一
生
の
宝
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
東
郷
町
の
全
て
の
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

卜
部
正
和
さ
ん
（
熊
本
県
）

・
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
努
力
と
至
れ
り
尽
く
せ

り
の
ご
配
慮
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
ま
た
、
水
清
く
山
う
る
わ
し
い
牧
水
生
誕
の
地

を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
小
・
中
学
生
の
短
歌
や
コ
ー
ラ
ス
に

も
感
動
し
ま
し
た
。
　
第
二
、
第
三
の
牧
水
が
育

た
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

植
野
正
治
さ
ん
（
日
向
市
）

・
牧
水
に
ふ
さ
わ
し
い
す
ば
ら
し
い
大
会
で
し

た
。
清
き
流
れ
の
坪
谷
川
と
き
れ
い
に
整
備
さ
れ

た
公
園
、
澄
ん
だ
空
気
に
ふ
る
さ
と
の
香
り
を
感

じ
ま
し
た
。
こ
の
感
動
を
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
大
会

だ
け
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
継
続
的

に
大
会
を
開
催
さ
れ
、
牧
水
と
短
歌
の
輪
を
広
げ

ら
れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

　
高
齢
者
を
主
役
に
し
た
ス
ポ
：
ツ
と
文
化
の
祭
典
「
第
九
回
全
国
健
康
福
祉

祭
宮
崎
大
会
（
愛
称
・
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
9
6
宮
崎
）
は
十
　
月
九
日
、
宮
崎
市
で

行
わ
れ
た
総
合
開
会
式
で
四
日
間
の
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　
十
日
、
東
郷
町
で
は
、
歌
人
若
山
牧
水
に
ち
な
み
今
年
か
ら
新
た
な
種
目
と
し

て
取
り
入
れ
ら
れ
た
短
歌
大
会
が
行
わ
れ
、
北
は
北
海
道
、
南
は
沖
縄
ま
で
全
国

各
地
か
ら
六
百
四
十
名
の
方
が
来
町
し
ま
し
た
。
午
前
の
部
は
、
我
が
町
が
誇
る

牧
水
公
園
で
行
わ
れ
、
参
加
者
は
豊
か
な
自
然
に
触
れ
な
が
ら
公
園
内
を
散
策

し
、
当
日
投
稿
の
歌
づ
く
り
に
勤
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
の
家
前
で
は
坪

谷
臼
太
鼓
、
山
陰
保
育
園
の
ち
び
っ
子
太
鼓
、
冠
太
鼓
、
民
謡
な
ど
を
披
露
し
訪

れ
た
入
達
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
内
の
小
・
中
学
生
が
自
ら
作
っ
た
歌
を
短
冊
に
書
き
、
鉢
植
え
の
花

に
飾
っ
た
歌
と
花
の
小
径
も
準
備
さ
れ
、
そ
れ
を
見
た
人
達
は
子
供
達
の
豊
か

な
感
性
と
素
直
な
表
現
を
絶
賛
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
野
だ
て
や
ふ
る

さ
と
市
場
で
は
、
歌
づ
く
り
の
手
を
休
め
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
遠
く
の
山
々
を

眺
め
た
り
、
特
産
品
を
買
い
求
め
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
牧
水
の
里
を
満
喫
し

て
い
た
よ
う
で
す
。

　
午
後
の
部
は
、
会
場
を
文
化
セ
ン
タ
ー
に
移
し
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
延
べ

四
千
四
百
三
十
三
首
の
事
前
投
稿
作
品
の
入
選
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
入
選
さ
れ

た
方
々
に
は
副
賞
と
し
て
入
選
作
を
焼
き
込
ん
だ
牧
水
焼
き
の
陶
板
が
送
ら
れ

ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
小
・
中
学
校
生
徒
の
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
特
別

奨
励
賞
の
発
表
や
坪
谷
小
学
校
の
生
徒
に
よ
る
牧
水
の
歌
の
斉
唱
も
行
わ
れ
会

場
の
雰
囲
気
を
和
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
牧
水
の
母
校
で
あ
る
早
稲
田
大

学
教
授
の
佐
佐
木
幸
綱
氏
が
、
「
歌
人
若
山
牧
水
～
旅
と
酒
と
歌
と
～
」
と
題
し

て
講
演
を
さ
れ
、
在
り
し
日
の
牧
水
を
偲
び
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
高
齢
者
と
呼
ぶ
の
は
失
礼
に
あ
た
る
ぐ
ら
い
若
々
し

く
輝
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
帰
ら
れ
て
も
ま
す
ま
す
元
気
で
、
牧
水
の
里
を
思

い
出
し
短
歌
を
つ
く
り
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
機
会
が
あ
れ
ば
、

ま
た
こ
の
東
郷
町
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
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十
一
月
二
日
、
三
日
の
二
日
間
町
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
メ
イ
ン
会
場
に
第
十

四
回
東
郷
町
産
業
文
化
祭
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
雨
が
多
く
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
の
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し

た
が
、
み
ん
な
の
願
い
が
通
じ
た
の
か

当
日
は
薄
日
が
射
し
、
例
年
に
な
く
暖

か
い
陽
気
の
中
で
の
産
業
文
化
祭
と
な

り
ま
し
た
。

　
初
日
の
午
前
十
時
に
は
、
開
会
を
告

げ
る
花
火
の
音
と
と
も
に
橘
太
鼓
「
響

座
」
に
よ
る
大
太
鼓
が
披
露
さ
れ
、
そ
の

勇
壮
な
太
鼓
の
響
き
が
祭
り
気
分
を

い
っ
そ
う
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
中
央
に
設
け
ら
れ
た
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
山
本
秀
子
カ
ラ
オ
ケ
教
室
の

発
表
や
民
謡
民
舞
愛
好
会
発
表
、
ち

び
っ
子
太
鼓
、
大
正
琴
、
冠
太
鼓
、
公
民

館
演
芸
大
会
、
南
条
美
里
シ
ョ
ー
な
ど

多
彩
な
催
物
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

中
央
公
民
館
で
は
、
高
齢
者
や
小
中
学

生
の
美
術
品
や
工
芸
品
、
実
り
の
秋
と

呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
く
丹
精
こ
め
て
つ
く

ら
れ
た
農
産
品
な
ど
が
馴
せ
ま
し
と
並

べ
ら
れ
、
会
場
全
体
が
ふ
る
さ
と
の
香

り
で
い
っ
ぱ
い
と
い
っ
た
感
じ
で
し

た
。

欝幽幽▲勇壮な太鼓の響き（橘太鼓）▲中央公民館の各会場

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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実
り
の
秋
が
も
た
ら
し
た
多
く
の

出
品
物
の
中
か
ら
見
事
優
等
級
を

受
賞
し
た
方
々

「
農
林
技
術
賞
」

・
野
菜
部
門
：
稲
田
富
男
（
坪
）

．
畜
産
部
門
：
中
野
朝
夫
（
田
）

　
　
　
　
　
海
野
鉄
朗
（
寺
）

「
農
林
産
品
等
」

・
野
菜
の
部
優
等

河
野
ヤ
エ
ノ
（
越
）
山
田
レ
イ
子
（
鶴
V

竹
本
光
枝
（
坪
）
　
三
河
政
三
（
仲
）

水
野
シ
マ
子
（
仲
）

・
果
樹
の
部
優
等

▲左から田中さん、黒木さん、水野さん、海野さん、中野さん、稲田さん

　
海
野
光
威
（
寺
）
　
清
水
辰
夫
（
仲
）

・
雑
穀
の
部
優
等

　
三
原
ハ
ル
子
（
鶴
）

・
特
産
品
の
部
優
等

　
前
川
浩
規
（
仲
）

・
加
工
品
の
部
優
等

　
黒
田
美
瞑
瞑
（
田
）
奈
須
ト
メ
子
（
八
）

・
家
庭
菜
園
の
部
優
等

　
黒
田
美
士
詩
悪
（
田
V
菊
池
タ
ツ
子
（
越
）

・
花
卉
の
部
優
等

直
野
初
美
（
福
）

「
寒
蘭
展
」

・
特
別
賞
（
紅
花
）
黒
木
正
弘
（
寺
V

・
優
勝
　
　
（
紅
花
）
田
辺
喜
喜
（
福
）

　
　
　
　
（
青
花
）
岡
村
増
義
（
坪
）

　
（
更
紗
花
有
点
）
森
田
隆
雄
（
鶴
）

　
（
更
紗
花
無
点
）
黒
木
正
弘
（
寺
）

　
　
　
　
（
懸
花
V
水
野
美
鶴
（
仲
）

　
　
　
　
（
桃
花
）
鶴
田
義
男
（
寺
）

　
　
　
　
（
黄
花
）
高
瀬
利
喜
三
（
寺
V

「
高
齢
者
作
品
展
」

・
手
芸
・
工
芸
品
優
等

田
中
冨
美
子
（
小
）
吉
野
マ
ス
エ
（
小
）

「
囲
碁
大
会
」

・
優
勝
　
　
矢
野
　
続
（
坪
）

・
準
優
勝
　
松
掛
芳
郎
（
坪
）

・
三
位
　
　
小
林
勝
己
（
福
）

▲ちびっこに大人気のミニ四駆大会寺迫みかんの売り上げ全部を社会福祉協議会へ

寄付（黒木慶司さん）

瓜
二
瀬
7

▲「南条美里ショー」迫野内出身とあって会場

　からは大きな拍手がおくられていました

▲会場を爆笑させた鶴野内の豊年万作踊り

▲なかなかきまっていますね

　　　　’）　亀　胃　　騨磁ワ　　環
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲あら～はずれは石けんじゃげな▲シルバーセンターで行われた囲碁大会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲ちびっこ太鼓　　　　　　　　　　（長蛇の列のお楽しみ抽選会場）
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わが町の家計簿公開
　　　　（総額66億6，290万円）
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＝
9
－
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・

　
平
成
七
年
度
東
郷
町
｝
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
の
決
算
が
、

九
月
定
例
議
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
平
成
七
年
度
に
行
っ
た
主
な
事
業
は
、
坪
谷
産
野
団
地
建
設
、
寺

迫
・
八
重
原
・
坪
谷
・
越
表
区
屋
根
付
運
動
会
場
建
設
、
町
立
病
院

医
師
住
宅
建
設
、
牧
水
公
園
整
備
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ソ

フ
ト
事
業
で
は
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
改
正
、
第
三
子
以
降
の
保

育
料
免
除
、
健
康
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業
な
ど
が
行
わ
れ
、
前
年

度
に
比
べ
約
六
億
五
百
万
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

．
1
［
1
、
一
1
．
，
1
－
1
－
1
日
目
配
。
匙
1
，
、
1
，
、
1
－
1
、
－
◎
；
○
瓦
1
～
1
，
星
1
－
1
－
↑
－
1
、
且
1
‘
■
ご
豊
－
◎
入
◎
尺
e
｛
◎
き
2
9
さ
◎
耽
◎
参
ガ
◎
・

（単位：千円）平成7年度会計別決算

会　　計、 歳　　　　入 歳　　出 差し引き

一般会計． 4，868，477 4，753，434 115，043

国　　　保 557，605 517，211 40，394

老　　　保 654，463 637，354 17，，109

簡　　　水 287，620 286，487 1，133

病　　　院

収益　　437，588 408，244 29，344

資本　　61，446 60，174 1，272

計 6，867，199 6，662，904 204，295

＜
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【歳出】 （単f症：T一μD

その他（消防・商工・議会費）
200，411（4．2％）

農林水産業費
999β17

（21．0％）

土木費
843，930

（17．8％

【歳入】 （｝炉＿f己〔　　　千一IIJ）

災害復旧費
101，903（2，1％）

衛生費
274，410

（58％）

教育費
333，896

（7．0％）
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・
《
⊥

ハ、
、

亀
う
一

㌧
亀
．

公債費
497641

GO．5％

総務費
785，218

（16．5％）

民生費
716，708

（15．1％

投資的経費　（40％） 義務的経費　（32．5％） 消費的経費（27．5％）

普通建設事業費
@　1，798810

@　（37．8％）

人件費
V43，414

i15．6％）

扶
助
費

公債費
S97，633

i10．5％）

補助費
S43，050

i9．3％）

物
件
費

その他
T10，863

i10．8％）

災害復旧費　　　　　　　　　305，890
P01，903　（2．2％）　　　　　　　　　　　　　　　（6．4％）

351，871

i7．4％）

9，990千円（2．8％）

20，273千円（5．8％）

一一

存

財

諸収入
131，842（2．7％）

依

地方交付税
2，192，670

（45．0％）

1塗塑

張　
漫

　
●
㎝

．
旋
　
」

源

繰入金
221，246（4，5％）

自

也方交付金
44，409

：2．9％）

＼

。溶

源

　　主
財

その他
315，486

（6．5％）

愈．町税
　　　352，713

　　　（7．3％）

県支出金
523，661

（10．8％）

軌糠
（79。0％）

歳出の性質別構成（単位：千円）

軽
自
動
車
税

町税（352，713千円）の内訳

た
ば
こ
税

町民税
140，326千円

（39，8％）

固定資産税
182，124千円

（51．6％）

鴨lll，・

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

雲
仙
へ
旅
し
て
望
む
普
賢
岳

当
時
の
凄
ま
じ
さ
知
る
由
も
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
浦
園
男

窓
に
寄
る
虫
を
啄
む
鶴
鴇
を

息
を
潜
め
て
じ
っ
と
見
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
衣
木
子

夏
過
ぎ
し
冠
山
の
峰
近
く

白
鷺
集
う
暮
れ
な
ず
む
中

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

仏
壇
に
友
の
残
せ
し
煙
草
入
れ

飾
り
て
あ
れ
ば
激
つ
ま
り
来
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
國
作

梵
鐘
を
撞
き
て
祈
ら
む
南
海
に

生
き
て
還
ら
ぬ
戦
友
を
偲
び
て

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

船
頭
の
擢
の
さ
ば
き
も
あ
ざ
や
か
に

し
ぶ
き
を
浴
び
て
急
流
下
る

　
　
　
　
　
　
　
　
植
野
茂
樹

秋
風
に
乗
り
て
灰
か
な
木
犀
の

香
り
を
箱
に
封
じ
込
め
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

生
き
甲
斐
を
何
に
求
め
ん
片
道
の

旅
に
短
歌
の
奥
深
く
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
ロ
忠
孝

熟
す
べ
し
老
い
て
は
な
ら
ぬ
と
い
ふ

夫
も
初
の
敬
老
の
招
待
を
受
く

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
真
っ
赤
に
咲
き
し

丘
に
立
ち
黒
潮
躍
る
輝
を
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

農
業
に
経
験
の
な
き
嫁
な
れ
ど

広
き
稲
田
を
見
事
刈
り
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

病
む
友
の
寝
向
き
し
壁
に
か
け
あ
り
し

手
づ
く
り
人
形
の
色
も
あ
せ
き
し

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

焼
酎
を
一
気
に
煽
り
寝
た
る
ら
し

熟
睡
し
た
る
今
朝
の
さ
や
け
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
録
司

我
が
逝
け
ば
形
見
と
な
ら
ん
入
選
の

平
成
万
葉
集
子
に
送
り
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑳2111㈹まで〉



　　　　　　　　　　置⑨耀どうご’り

講まちのアルバム輪
1：だ　　牧水公園に椅子の寄贈

　小野田幽幽二組合の気の合う仲間同士でっくっている

みなづき会が牧水公園に木製の椅子を寄贈しました。みな

づき会は、年に2回河川清掃などの活動を行っていますが

今年はねんりんピック等も行われるということで、椅子を

寄贈したということです。牧水公園以外にも小野田の屋外

ゲートボール場や山陰のバス停に同じ椅子を合計8個寄

贈しており、会長の飛高郁朗さんは、今後も地域に根ざし

た活動をしていきたいと話していました。
琴黙騙馨矯

肩r瀕㌧，、

鈴峰園大運動会

．嬰」
　鶴野内の養護老入ホーム鈴峰園の運動会が行われまし

た。前日から園内の広場で飾り付けをし準備万端。しかし、

当日は残念ながら朝からあいにくの雨。急きょ会場を中央

公民館に移しての運動会となりましたが、入所者は久しぶ

りに家族とのふれあい持ち、前田組合の人達や保育園児と

ともに左近太郎や玉ころがしなどをして楽しい一口を過

ごしました。

労務安全推進大会

馳　森林林業の振興と作業班員の山林作業の安全祈願、健康

保持を目的とした労務安全推進大会が行われ、来賓、作業

班、役員、森林組合職員約80名が参加しました。当日は、

8時半から森林組合で神事が行われたあと、場所をrll央公

民館に移し安全講習を行い、親睦を目的としたミニバレー

ボール大会が行われました。この日は、rl頃の仕事を忘れ、

さわやかな汗をかきながら楽しいひとときを過ごしてい
ました。

／

◎3

一三葦

　　　袖

留谷中テニス部県大会で優勝

「醤」
　第20回宮崎県中学校秋季体育大会が、宮崎市木花の

県総合運動公園で行われ、東臼杵郡南部地区代表の坪谷

lll学校は、苦しい戦いながら見事接戦を制し、県大会優

勝の栄に輝きました。この結果により、県のlli体連から

推薦を受け熊本で行われる九州選抜インドア大会に山

場することが決定しているということです。坪谷中学校

が県大会で優勝するのは3度目で、今後の更なる飛躍が

期待されます。　　　　　　　　　　　　　　　　㌧
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オーストラリアの歴史

　東郷町の産業文化祭に国際交流コーナーを設け、オーストラリアの社会のことを少し紹介しました。

今回はもう少し詳しく紹介します。

　オーストラリアの人口は約1，800万人で、200ヶ国以上もの国から多くの人が入植していま

す。大部分はイギリスから来ていますので、生活様式は他の西洋の国とほとんど同じですが、オースト

ラリア人の10人に4人は移民又は移民の子供で、その半数は英語を母国語としない国からの移民で

す。イギリス人以外で人口の多い民族は、イタリア人、ギリシャ人、セルビア人、クロアチア人、中国

人などです。

　このように多くの国々から多くの人々が集まっているため、当然のことながら、肌の色、言葉、衣服、

生活、宗教なども違い、その違いが多様な文化を生み、今のオーストラリアの文化を形成しているので

す。したがって私たちは、固定された習慣にとらわれることなく、逆に自分たちの文化的独自性を重視

しています。

　白人が入植する前のオーストラリアの先住民を「アボリジニ」と言います。アボリジニは4万年前か

ら7万年前に東南アジアから移住したと考えられています。種族によって文化や言葉の違いはありま

したが、散在した600以上の種族は土地や精神的なつながりから比較的調和がとれていました。

　しかし、1788年イギリス人が入植したことによってアボリジニにはたくさんの弊害が生じまし

い西郷村・際交流員ア・ソ・・ん・ター二・・産業文化祭にて・

××〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉＜×X＞〈〉＜X＞圃く）×〉〈〉〈〉〈〉〈×〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉
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ま
ト
で
国
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民
中

て
一
二
、

し
オ
の
人

直
、
ら
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↓
↑
　

、
ミ

た。外国から持ち込まれた病気に対して免疫がなかったため

多くの人が亡くなり、もともと住んでいた場所からも追いや

られ、アボリジニの社会は急速に衰退していきました。白人の

社会に適応しようとしましたが、隔たりが大きく1960年

代までは選挙権さえも持っていませんでした。このところよ

うやく、土地所有権の承認、選挙権の獲得、教育機会の均等化

など積極的に取り組み多くの発展を遂げています。

確かに住宅問題や就職問題、生活水準と課題は山積していま

　　　　　　　　　　すが、アボリジニが培ってきた文化や

畜
産
だ
よ
り

ノ

十
一
月
期
和
牛
仔
牛
共
進
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
七
頭
出
品

し
て
い
ま
す
。
成
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。

東
臼
杵
郡
市
品
評
会
（
十
一
月
期
）

△
雌
蕊
（
仔
牛
）

海
野
菅
也
　
す
み
え
号
　
　
壱
等
賞

塩
月
カ
ズ
エ
ひ
で
た
か
号
　
弐
等
賞

佐
藤
初
義
　
よ
し
こ
の
1
号
参
等
賞

△
去
勢
部
（
仔
牛
V

水
野
藤
雄
　
大
国
3
号
優
等
賞
首
席

水
野
和
徳
　
良
平
号
　
　
　
壱
等
賞

稲
田
希
重
　
初
春
号
　
　
　
弐
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△
団
体
成
績
第
四
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（
東
郷
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児
湯
郡
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（
十
一
月
期
）

△
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（
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み
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賞

萎　功績を今一度見つめ直し、オーストラ

　リア全体の問題として考えていく必要

　があると思います。そして、いつの時代

1でも差別のな咽には真の外力ごある

1と思うのです・
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　　吉牟田の

　　長池尋子さん〔6勘

　　母：長池正子さん

ら　　O好きな食べ物は何です

　　　か？

　　　お母さんの焼いた肉

　　C好きな遊びは何ですか？

　　　おかあさんごっこ

　　○大きくなったら何にな

　　　りたいですか？

　　　お菓子屋さん

劇

ご鐸
▲題「ロボット」

　　　吉牟田の

少　　奥山　毅くん（5歳）

　　　父＝奥山一義さん

　畳、母1　すが子さん
　　　○好きな食べ物は何ですか？

　　　　ピーマン、卵焼き
　　　○好きな遊びは何ですか？
傭〆　　　　カ・けっこ

　　　○大きくなったら何になり

　　　　たいですか？
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行政相談員の山口俊一さん

総務庁長官表彰を受ける

　仲深の山口俊一さんが総務

庁長官表彰を受けました。こ

の表彰は、山口さんが、昭和

54年4月1日から17年半の

長きにわたって行政相談業務

に尽力された功績が認められ

たものです。10月17日に東

京で行われた贈呈式に出席し

た山口さんは、今後も町民の

皆さんの良き相談相手として

頑張っていきたいと話してい

ました。
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回
回
回

　　

@
回
凶
O

今
年
の
回
顧

　
平
成
八
年
一
月
号
に
駐
在
所
の

「
初
夢
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。
東
郷
町

の
事
件
・
事
故
防
止
又
は
少
年
非
行

防
止
に
役
立
つ
も
の
と
「
駐
在
所

コ
ー
ナ
ー
」
へ
の
掲
載
を
始
め
て
約

二
年
に
な
り
、
今
年
は
事
件
・
事
故

防
止
に
成
果
の
あ
る
一
年
で
し
た
。

　
ま
ず
事
件
関
係
で
は
、
一
昨
年
の

金
庫
持
ち
出
し
事
件
の
よ
う
な
悪
質

事
件
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
夏
休
み
前
後
に
坪
谷
川
の
遊
泳

者
が
車
上
狙
い
に
あ
っ
た
ほ
か
、
牧

水
公
園
下
の
自
然
プ
ー
ル
で
泳
い
で

い
た
町
外
者
が
持
ち
物
を
と
ら
れ
る

事
件
等
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
も
坪
谷
川
で
泳
い
で

い
た
少
年
が
水
難
事
故
に
あ
い
危
う

く
一
命
を
取
り
留
め
ま
し
た
が
、
そ

の
場
所
付
近
は
一
昨
年
も
水
難
事
故

に
よ
る
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。　

一
方
、
交
通
関
係
で
は
宮
崎
県
知

事
か
ら
九
月
二
十
日
に
交
通
事
故

「
ゼ
ロ
」
二
、
0
0
0
日
間
達
成
の
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。
町
内
で
は
一
年

間
に
約
百
十
件
の
交
通
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
少
な
く
な

り
そ
う
で
す
の
で
、
今
後
も
、
み
ん
な

で
い
っ
そ
う
安
全
運
転
に
つ
と
め
交

通
事
故
防
止
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ま
で
の
「
駐
在
所
コ
ー

ナ
ー
」
を
回
顧
し
て
み
る
と
、
ま
ず
交

通
事
故
防
止
、
次
に
少
年
に
関
す
る

掲
載
が
多
い
よ
う
で
す
。
い
ず
れ
も
、

町
民
全
体
で
取
り
組
む
課
題
で
す
の

で
「
明
る
く
住
み
よ
い
東
郷
町
」
づ
く

り
の
た
め
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
乙、

導
そ’

．
ラ

東郷町内の交通事故口内は人身轍で内数

　　

@
法

螺
g

・
珍

r
　
肖

。
ρ
碍

2
｛

発　生　場　所 10月中 1月～10月累計

鶴　野　内　地　区 0件 11件（2件）

福　瀬　地　区 3件 25件

小　野　田　地　区 3件 23件（3件）

田野・羽坂地区 0件 2件　（1件）

坪　　谷　地　　区 2件 20件　（1件）

寺　　迫　　地　　区 0件 6件

八重原・迫野内地区 0件 3件

合　　　計 8件 90件（7件）

（
文
責
：
久
保
）

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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嚇

塩

イ
ギ
リ
ス
発
見
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
平
成
9
年
1
月
ス
タ
ー
ト

V

　
　
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
基
礎
年
金
番
号
は
、
2
0
歳
に
な
り
国
民

　
年
金
に
加
入
し
た
と
き
や
、
就
職
し
て
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合

W
　
に
加
入
し
た
と
き
な
ど
、
公
的
年
金
に
初
め
て
加
入
し
た
と
き
の
年

…　金
番
号
が
、
退
職
等
で
加
入
制
度
が
変
わ
っ
て
も
、
そ
の
ま
ま
使
用
で

V
回
る
さ
つ
に
す
る
も
の
で
三
特
別
な
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

今加入されている制度の

　年金手帳の記号番号が

そのまま基礎年金番号に／

最後に加入されていた制度の

年金手帳の記号番号を

　　基礎年金番号に／

新たに、基礎年金番号を／

新たに、基礎年金番号を／

一一

@
鎌
　
雛
　
鮮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
た
叛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
生
三
方
　
　
　
　
済
ま
金
方

　
　
民
鑑
諏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
中
参
る
　
　
　
　
平
新
に

　
　
幽
厚
に
方
　
　
　
　
團
厚
年
る

◎
基
礎
年
金
番
号
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
ま
す
。

・
基
礎
年
金
番
号
に
よ
っ
て
、
一
人
一
人
が
各
制
度
共
通
の
基
礎
年
金
番
号

を
も
つ
こ
と
に
な
り
、
各
々
の
制
度
ご
と
の
年
金
番
号
で
行
わ
れ
て
い
る

届
出
や
紹
介
が
基
礎
年
金
番
号
一
つ
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
各
制
度
を
通
じ
た
加
入
記
録
が
把
握
で
き
る
こ
と
か
ら
、
年

金
相
談
や
年
金
の
裁
定
が
迅
速
か
つ
確
実
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
退
職
等
に
よ
っ
て
国
民
年
金
に
加
入
す
る
際
、
届
出
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た

場
合
に
個
別
に
お
知
ら
せ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
将
来
的
に
は
、
年
金
の
加
入
状
況
や
年
金
の
見
込
額
の
お
知
ら
せ
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
坪
谷
中
　
山
口
盲
胃
五
口

　
7
月
2
7
目
、
日
本
を
飛
び
立
ち
ま

し
た
。
初
め
て
の
飛
行
機
、
初
め
て
の

外
国
と
、
き
っ
と
い
ろ
ん
な
出
来
事

が
待
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

　
1
日
目
、
疲
れ
て
眠
れ
る
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
時
差
ボ
ケ

で
な
か
な
か
眠
れ
ず
苦
労
し
ま
し
た
。

　
2
日
目
、
時
差
ボ
ケ
は
ほ
と
ん
ど

あ
1
9
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
英
博
物
館

に
行
き
、
本
物
の
ロ
ゼ
ッ
タ
ス
ト
ー

ン
を
間
近
で
見
た
と
き
の
あ
の
感
動

は
一
生
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

大
英
博
物
館
に
行
っ
て
、
昔
の
歴
史

が
少
し
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

し
た
。

　
3
日
目
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
家
族

と
対
面
、
半
分
も
言
い
た
い
こ
と
が

い
え
な
く
て
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
夜

に
な
る
と
だ
い
ぶ
う
ち
と
け
、
本
当

の
家
族
の
よ
う
に
接
し
て
く
れ
ま
し

た
。　

4
日
目
、
交
流
会
に
出
席
し
た
後

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー

と
一
緒
に
遊
園
地
に
行
き
、
い
ろ
ん

な
乗
り
物
に
乗
り
ま
し
た
。
別
れ
が

階
し
か
っ
た
け
ど
涙
を
た
め
て
さ
よ

・
－
・
表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

　
「
ゆ
ふ
山
の
日
の
か
げ
り
た
る
柿

の
木
に
の
ぼ
り
て
柿
を
お
と
す
子
の

居
り
」
。

　
今
月
は
「
柿
」
を
詠
ん
だ
歌
を
と
り

あ
げ
て
み
ま
し
た
。
こ
の
歌
は
第
十

三
歌
集
「
く
ろ
土
」
に
収
め
て
あ
り
ま

す
。

　
牧
水
は
大
正
七
年
（
一
九
一
八
・

三
十
一
二
歳
）
の
十
一
月
十
二
日
、
群
馬

県
伊
香
保
か
ら
沼
田
を
経
て
、
利
根

川
地
方
に
遊
び
、
長
野
県
松
本
を

巡
っ
て
二
十
九
日
に
帰
郷
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
歌
は
お
そ
ら
く
利
根
川

の
流
域
を
歩
い
て
い
る
と
き
の
作
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

山
里
の
秋
は
す
で
に
夕
陽
が
西
に
傾

ん

な
ら
を
し
ま
し
た
。

　
思
い
出
に
残
る
事
件
は
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
迷
子

に
な
っ
た
と
き
は
本
当
に
あ
せ
り
ま

し
た
。
パ
リ
市
内
を
走
り
回
り
、
み
ん

な
を
見
つ
け
た
頃
に
は
疲
れ
き
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
い
ろ
ん
な
所
を
見

学
し
ま
し
た
が
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館

で
「
モ
ナ
リ
ザ
」
を
見
た
の
が
一
番
感

動
的
で
し
た
。

　
こ
う
し
て
1
0
日
間
の
旅
が
終
わ
っ

た
わ
け
で
す
が
、
本
当
に
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
外

国
に
ぜ
ひ
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

わ
た
な
べ
く
に
ひ
ご

い
て
い
ま
す
。
ふ
と
見
る
と
柿
の
木

に
男
の
子
が
の
ぼ
っ
て
い
て
柿
の
実

を
ち
ぎ
っ
て
下
に
お
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
木
の
下
で
は
弟
ら
し
い
子

が
ざ
る
を
持
っ
て
柿
を
ひ
ろ
っ
て
い

ま
す
。
牧
水
は
こ
の
歌
に
続
け
て
「
下

な
る
は
弟
に
か
あ
ら
む
旅
も
ち
て
か

が
み
ひ
ろ
へ
り
そ
の
柿
の
実
を
」
と

詠
ん
で
い
る
の
で
す
。

　
木
に
の
ぼ
っ
て
柿
の
実
を
ち
ぎ
っ

て
い
る
兄
、
そ
れ
を
下
で
ひ
ろ
っ
て

ざ
る
に
入
れ
て
い
る
弟
。
こ
の
二
首

を
く
り
返
し
読
ん
で
い
る
と
「
山
里

の
童
の
詩
」
が
ど
こ
か
ら
か
静
か
に

聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
ま

＝
げ
　
「

す
。
山
里
の
秋
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

情
景
が
一
幅
の
絵
と
な
っ
て
浮
か
ん

で
く
る
よ
う
で
す
。

　
柿
を
ち
ぎ
っ
て
い
る
兄
と
弟
の
風

景
を
見
て
、
牧
水
は
「
郷
愁
」
を
感
じ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ノ＼

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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P
T
A
協
議
会

　
　
　
　
研
修
大
会

期
日
　
1
2
月
1
日
（
日
）

時
間
　
午
前
8
時
3
0
分
～

場
所
　
牧
水
公
園
ふ
る
さ
と
の
家

》
　
　
　
期
日
　
1
2
月
8
日
（
日
）

　
　
　
時
間
　
午
前
9
時
置

　
　
　
場
所
　
中
央
公
民
館
体
育
館

　
　
　
問
い
合
わ
せ
先
　
町
教
育
委
員
会

ン
圃
6
9
－
8
・
・

日
向
・
東
臼
杵
南
部

少
年
親
善
剣
道
大
会

ヨ

　　　　お知らせ
｛＜インフォメーシ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
解
団
式

期
日
　
1
2
月
1
5
日
（
日
）

時
間
　
午
前
9
時
3
0
分
～

場
所
　
中
央
公
民
館
体
育
館

問
い
合
わ
せ
先
　
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
圃
6
9
1
2
8
0
7

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

　
　
年
末
調
整

　
　
　
　
十
二
月
は
、
給
料
な
ど
に
か
か
る

　
　
　
源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
の
月
で

　
　
　
す
。
毎
月
の
給
料
な
ど
か
ら
源
泉
徴

く　　
　
収
さ
れ
た
所
得
税
の
一
年
間
の
合
計

く
額
・
、
そ
の
年
の
給
与
総
額
に
対
す

　
　
　
る
年
税
額
と
は
一
致
し
な
い
の
が
普

　
　
　
通
で
す
。
こ
の
た
め
、
そ
の
源
泉
徴
収

　
　
　
税
額
の
過
不
足
額
を
精
算
す
る
必
要

　
　
　
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
手
続
き
を
「
年
末

調
整
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
年

末
調
整
に
よ
り
そ
の
年
の
納
税
を
完

納
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
年

末
調
整
が
正
し
く
行
わ
れ
る
た
め
に

は
、
勤
務
先
に
扶
養
親
族
や
保
険
料

な
ど
の
申
告
を
正
し
く
行
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
な
お
、
年
の
途
中
で
結
婚
や
就

職
、
出
産
な
ど
に
よ
り
扶
養
親
族
に

異
動
が
あ
っ
た
方
は
、
扶
養
控
除
申

告
書
の
変
更
が
必
要
で
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
本
年
は
年
末
調
整
の
際

に
、
「
平
成
8
年
分
の
給
与
に
か
か
る

特
別
減
税
額
」
が
控
除
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
延
岡
税
務
署
ま
で

圃
0
9
8
2
（
3
2
）
3
3
0
1

第
4
7
回
人
権
週
間

　
　
　
1
2
月
4
日
～
1
0
日

　
今
年
も
1
2
月
4
日
か
ら
1
2
月
1
0
日

ま
で
の
一
週
間
、
全
国
一
斉
に
人
権

週
間
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
人
権
週

間
は
、
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
が
主
催
す
る
も
の
で
、
広

く
人
権
の
重
要
性
と
、
人
権
意
識
の

並
日
及
高
揚
を
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
　
、
，
、

☆
本
年
度
の
強
調
事
項

・
子
供
の
人
権
を
守
ろ
う
「
い
じ
め
」

を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
見
逃
さ
な
い

・
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権

意
識
を
育
て
よ
う

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

・
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

・
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実

現
し
よ
う

　
人
権
が
侵
さ
れ
た
り
、
侵
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
そ
の
ほ
か
家

庭
内
の
問
題
、
借
地
、
借
家
、
登
記
、

金
銭
貸
借
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

で
お
困
り
の
方
は
、
お
近
く
の
人
権

相
談
所
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
人
権

相
談
は
、
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
気
楽
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
、

☆
人
権
相
談
所
（
常
設
）

・
宮
崎
地
方
法
務
局
延
岡
支
局

☆
本
町
の
人
権
擁
護
委
員

・
黒
木
睦
實
（
寺
迫
）

・
伊
東
征
男
（
鶴
野
内
）

・
海
野
俊
男
（
越
表
）

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
（
国
民
金
融
公
庫
）
を

　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
入
学
金
や
授
業
料
、
ア
パ
ー
ト
の

敷
金
、
家
賃
、
外
国
の
高
校
・
大
学
へ

の
留
学
費
用
な
ど
入
学
時
や
在
学
中

に
必
要
と
な
る
資
金
を
融
資
す
る
公

的
制
度
と
し
て
、
国
民
金
融
公
庫
の

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
校
　
高
校
・
短
大
・
大
学
・

大
学
院
・
専
修
学
校
・
各
種
学
校
等
、

外
国
の
高
校
・
大
学

▽
融
資
限
度
額
　
一
五
〇
万
円

▽
融
資
機
関
　
八
年
以
内
（
据
置
期

間
は
在
学
期
間
内
〉

▽
返
済
方
法
　
元
利
均
等
毎
月
払

（
ボ
ー
ナ
ス
併
用
払
い
も
可
能
）

▽
利
率
　
年
三
・
四
％

※
詳
し
く
は
、
国
民
金
融
公
庫
延
岡

支
店
　
魍
0
9
8
2
（
3
3
V
6
3
1
1

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

心
配
こ
と
相
談

☆
日
時
　
1
2
月
1
7
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

☆
場
所
　
林
業
研
修
館

行
政
相
談

☆
日
時
　
1
2
月
1
8
日
（
水
）
9
時
～
1
5
時

☆
場
所
　
役
場
　
会
議
室

　
　
　
今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
三
期

国
民
健
康
保
険
税
八
期

　
　
　
　
　
※
納
期
は
ト
ニ
月
二
卜
五
日

箸
葱

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ

つ
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
1
1
月
6
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
」

◎
長
野
県
の
大
工
原
篤
雄
さ
ん
か
ら

（
稲
田
キ
ク
ヱ
さ
ん
・
8
7
歳
逝
去
）

◎
尊
号
の
古
賀
清
子
さ
ん
か
ら

（
貫
生
さ
ん
・
6
2
歳
逝
去
）

◎
迫
野
内
の
黒
田
幸
信
さ
ん
か
ら

（
九
平
さ
ん
・
8
9
歳
逝
去
）

◎
田
野
の
三
浦
盛
治
さ
ん
か
ら

（
ハ
ツ
ヱ
さ
ん
・
7
8
歳
逝
去
）

（
十
月
届
出
分
）

出
生
　
お
め
で
と
う

谷
口
真
子

根
本
綾
佳

赤
奪
あ
氏
名

博
英
　
喜

釜
窪

田
　
野

寺
　
迫

住
所

結
婚
　
お
め
で
と
う

（ （ （
氏

黒黒 小小 小直
木
木
二 林谷 川野
一知二 秋 恵

四之 子仁 美大 名

寺 日 羽 南 門 福 住
向 郷 川

迫 市 坂 村 町 瀬 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

三 若 寺 古 稲 黒

浦
藤 田 賀 田

田
氏

ノ、 キ

ツ
延 貫

ク 九
名

ヱ 世 感 生 ヱ 平

78 80 62 62 87 89 年

歳 歳 歳 歳 歳 歳 齢

田 鶴 鶴 越 田 迫 住
野 野 野

野 内 内 表 野 内 所

（
六
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名

両

田

日層

7」こ

保
護
者
名幸

住
所

坪
　
谷

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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